別表第二

	施設
区分
	構造
	その他

	哺乳鋼及び鳥鋼
	一　施設は、おり型、網室型ヌは箱型とすること。
二　規模は、動物の体の大きさの一・二倍以上とすること。
	

	虫鋼
	かめ目かみつきがめ科及びとかげ目にしきへび科、ボア科、なみへび科、コブラ科、くさりへび科及びどくとかげ科
	一　施設は、箱型とすること。
二　規模は、動蜘の体の大きさの一・二倍以上とすること。
	一　とかげ目の特定動物にあっては、当該特定動物を布袋に入れてから用いること。
二　毒を有する動物の場合は、その旨を表示すること。

	
	とかげ目おおとかげ科及びわに目アリゲータ科、クロコダイル科及びガビアル科
	一　施設は、おり型、網室型又は箱型とすること。
二　規模は、動物の体の大きさの一・二倍以上とすること。
	とかげ目の特定動物にあっては、当該特定動物を布袋に入れてから用いること。



[bookmark: _GoBack]備考　特定飼養施設の基準は、この表に掲げる基準に適合し、又はこれと同等以上の安全を確保することができると認められることとする。





